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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
平成30年2月5日から8日に、北陸地方西部の福井県嶺北地方・石川県加賀地方を中心に記録的な大雪となった。特に福井では7日、積雪が147 cmに達し、1981年の『五六豪雪』以来37年ぶりの記録
福井県北部の国道8号では2月6日、坂井市からあわら市の10 km区間で車約1500台が立ち往生し、福井県は自衛隊に災害派遣を要請し、災害対策本部を設置した。坂井市内の国道364号では雪山に乗り上げた車に乗っていた男性が一酸化炭素中毒で死亡した[42]。国道8号の立ち往生は9日未明まで続いた[43]。福井県内では6日、多くの小中高校、大学が臨時休校の措置をとり[12][44]、多くは13日まで休校が続いた[45]。福井市で車に乗っていた男性が一酸化炭素中毒で死亡、福井・石川・富山の北陸三県では雪降ろし中の転落事故などで27人が重軽傷を負った[46][47]。2月7日の朝の時点では、4日以降の大雪で新潟・富山・石川・福井の4県で合計34人が重軽傷を負った[48]。福井県内では物流の遮断によりスーパーやコンビニで品薄状態になったほか、ガソリンスタンドでも燃料が不足し給油制限が行われた[3]。2月6日、西日本旅客鉄道（JR西日本）北陸本線の金沢駅 - 敦賀駅間では始発から終日運転を見合わせ[41][49]、サンダーバードなど特急88本と普通列車146本が運休となった[39]。北陸自動車道では富山県と福井県の間で通行止めとなった[39]。2月7日、JR西日本は前日に引き続き金沢駅 - 敦賀駅間で全列車終日運転を見合わせた[48][50]。小松空港でも終日全便が欠航となった[51]。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
石川と福井の透析患者数は約5000人
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
フリーコメント
患者側から遅れると連絡があった
包括支援センターに連絡し安否確認をしてもらった
送迎車を利用している人の玄関まで入れず、運転手が除雪して１時間遅れで来院した人がいる
本人・家族より連絡があった
遅れてくることを本人・家族又は送迎業者から連絡があったため当院からは連絡することは無かった。来院できない人はいなかった
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
フリーコメント
夜間透析の患者に関しては、午後の早い時間に変更した
通院困難と思われる患者に関してはレスパイト入院で対応した
通院困難な患者に緊急避難として病床を提供した
通院が極めて困難な患者さんは入院で対応した
高カリウムで１人で緊急搬送され、予定日の夜透析
週３回透析を週２回に変更した（４３人）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
フリーコメント
患者も来院できなかったため、欠員のままで業務した
遅刻することはあったが１日欠員という状態は無かった
通院が困難なスタッフは病院に宿泊して勤務した。
通勤可能なスタッフは休みを返上して勤務にあたった。徒歩通勤３０分～２．３時間掛けて通勤するスタッフもいた。
遅刻者はいたものの、欠勤者はいなかったため問題は無かった
遅れたが業務に支障は無かった
休日のスタッフの自発出勤。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ダイアライザーの納品が遅れた
不足ぎりぎりに搬入されて、問い合わせた。（他の支店より持参したとのこと）
薬品搬送が遅れた
総合病院では入院中の患者は個人機のためカーボスターを使用。供給が無かったため、他病院から借りた。（クリニックでは物資の不足などはなかった）
酸素が無くなりそうであったがぎりぎりで供給された
透析液の搬入が未定となったため、他院からの受け入れをstopした
業者も来院できず透析液の到着が遅れ、不足の状態となったがギリギリ間に合い完全になくなったことはなかった。スタッフの心理的な不安が大きかった
到着遅れはあったが災害時用の備蓄があり、問題は無かった
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
フリーコメント
院内での災害に対してのとりまとめがあった。そこでまとめにて報告されると思われる
県のネットワーク（透析災害ネットワーク）から問いあわせあり。その問い合わせで連絡は出来た。
県の災害対策本部より毎日電話があり、近況報告した
日々の業務をこなすことで精一杯だった。県庁や日本透析遺戒からの問い合わせには戸の都度返答した
県庁から連絡がきた
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
フリーコメント
通院困難患者で入院希望者が続出したが病床不足で全ての人の入院受け入れはできなかった
ｸﾘﾆｯｸ病棟を患者様の宿泊用に提供。宅配弁当などで対応した
入院患者を優先でＨＤ開始し、遅れてくる方を午後ＨＤにした
患者に救急車を要請するように連絡した
ケアマネを通じて、区長さんに連絡し除雪に協力していただき再度介護タクシーに連絡を入れ送迎した
データが問題ない患者はHD短縮
近隣市へ通院中の患者が通院不能のため、当院にて入院透析を行った（2名の受け入れ約1週間）
災害伝言ダイヤルの活用→今回災害発令が遅かったため、電話対応による混乱となった
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